
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
健

康
保
険
証
が
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
と

移
行
し
ま
す
。
協
会
け
ん
ぽ
で
は
、

９
月
９
日
か
ら
既
加
入
者
に
対
し

て
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
の

送
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

は
、
令
和
６
年
12
月
か
ら
健
康
保

険
の
各
種
給
付
金
等
の
申
請
に
必

要
な
健
康
保
険
の
記
号
・
番
号
の

確
認
等
に
用
い
る
も
の
で
、
一
部

は
被
保
険
者
が
携
帯
し
や
す
い
よ

う
切
り
取
っ
て
利
用
可
能
な
レ
イ

ア
ウ
ト
の
紙
製
カ
ー
ド
（
図
１
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
記
録
郵
便
で
会
社
に
送
付

さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
届
い
た
ら

各
被
保
険
者
に
配
付
等
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
12
月
２
日
以
降
の

新
規
加
入
者
に
は
、
資
格
取
得
時

に
送
付
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
に
移
行
し
た
後

も
、
現
行
の
保
険
証
が
す
ぐ
に
使

え
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
令
和
７
年
12
月

１
日
ま
で
に
退
職
す
る
従
業
員
か

ら
は
、
従
来
ど
お
り
保
険
証
を
返

納
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
規
加
入
者
に
は
、
12
月
２
日

以
降
、
資
格
取
得
届
な
ど
に
よ
る

本
人
か
ら
の
申
請
に
基
い
て
、
会

社
を
経
由
し
て
マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
加
入
者
に
「
資
格

確
認
書
」
（
図
２
・
イ
メ
ー
ジ
）

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

既
存
の
加
入
者
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
12
月
２
日
ま
で
に
協
会

け
ん
ぽ
が
必
要
と
判
断
し
た
人
に

対
し
て
「
資
格
確
認
書
」
発
行
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
「
資
格
確
認
書
」
も
従

来
の
被
保
険
者
同
様
に
、
有
効
期

限
内
に
退
職
し
た
と
き
は
会
社
に

返
納
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
退
職
手
続
時
に
あ
わ
せ

て
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

京
都
府
最
低
賃
金
は
令
和
６
年

10
月
１
日
か
ら
時
間
額
１
，
０
５

８
円
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

京
都
府
最
低
賃
金
を
時
間
額
で

定
め
る
こ
と
と
な
っ
た
平
成
14
年

度
以
降
で
最
も
高
い
引
き
上
げ
率

（
対
前
年
度
４
．
９
６
％
）
で
す
。

最
低
賃
金
は
、
正
社
員
は
も
ち

ろ
ん
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を

含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に
対
し
て

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
一
部
例
外
が

あ
り
ま
す
。

使
用
者
が
都
道
府
県
労
働
局
長

の
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
に
、

個
別
に
最
低
賃
金
の
減
額
の
特
例

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
象

者
は
次
の
方
で
す
。

・
精
神
又
は
身
体
の
障
害
に
よ
り

著
し
く
労
働
能
力
の
低
い
方

・
試
の
使
用
期
間
中
の
方

・
基
礎
的
な
技
能
等
を
内
容
と
す

る
認
定
職
業
訓
練
を
受
け
て
い

る
方
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
方

・
軽
易
な
業
務
に
従
事
す
る
方

・
断
続
的
労
働
に
従
事
す
る
方

都
道
府
県
労
働
局
長
の
許
可
を
受

け
ず
に
最
低
賃
金
以
下
の
賃
金
を

支
払
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃

金
は
、
毎
月
支
払
わ
れ
る
基
本
給

は
も
ち
ろ
ん
、
手
当
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

最
低
賃
金
の
算
出
時
に
総
支
給
額

か
ら
除
外
で
き
る
賃
金
は
、
次
の

６
項
目
で
す
。

・
精
皆
勤
手
当

・
時
間
外
、
休
日
、
深
夜
割
増
賃

金・
通
勤
手
当

・
家
族
手
当

・
１
箇
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金
（
賞
与
な
ど
）

・
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
（
慶

弔
見
舞
金
、
結
婚
手
当
な
ど
）
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「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

が
届
く

従
来
の
被
保
険
者
証

京
都
府
は
１
０
５
８
円

最
低
賃
金
を

適
用
す
る
労
働
者

マ
イ
ナ
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
加
入
者

（図1）
（図2）

最
低
賃
金
の

対
象
と
な
る
賃
金

【イメージ】



事
業
場
の
適
用
範
囲
は
、
一
つ

の
事
業
場
で
あ
る
か
否
か
は
主
と

し
て
同
一
の
場
所
か
離
れ
た
場
所

か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
す

べ
き
で
あ
り
、
同
一
の
場
所
に
あ

る
も
の
は
原
則
と
し
て
一
つ
の
事

業
場
と
し
、
場
所
的
に
分
散
し
て

い
る
も
の
は
原
則
と
し
て
別
個
の

事
業
場
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
外
と
し
て
は
、
場
所
的
に
分

散
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
就

労
先
の
規
模
が
著
し
く
小
さ
く
、

組
織
的
な
関
連
や
事
務
能
力
等
を

勘
案
し
て
一
つ
の
事
業
場
と
い
う

程
度
の
独
立
性
が
無
い
も
の
は
、

直
近
上
位
の
機
構
と
一
括
し
て
一

つ
の
事
業
場
と
し
て
取
り
扱
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
勤
務
先
と
な
る
駅
の

小
さ
な
売
店
が
滋
賀
県
内
で
あ
っ

て
も
、
労
働
者
が
所
属
す
る
直
近

上
位
の
支
店
が
京
都
府
内
に
あ
れ

ば
、
京
都
府
の
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
低
賃
金
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

最
低
賃
金
法
と
最
低
賃
金
法
施
行

規
則
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
最
低

賃
金
の
適
用
を
受
け
る
労
働
者
の

範
囲
、
最
低
賃
金
額
、
参
入
し
な

い
賃
金
及
び
効
力
発
生
日
を
常
時

作
業
場
の
見
え
や
す
い
場
所
に
掲

示
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
周
知

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
全
国
労
働
衛
生
週

間
で
す
。
9
月
1
日
か
ら
9
月
30

日
ま
で
準
備
期
間
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
10
月
１
日
か
ら

10
月
７
日
ま
で
の
本
週
間
は
、
今

年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
も
と
に
、

事
業
場
で
の
労
働
衛
生
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
自
主
的
な
労
働
衛
生

管
理
活
動
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
、

積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

1.

事
業
者
や
総
括
安
全
衛
生
管

理
者
に
よ
る
職
場
巡
視

2.

労
働
衛
生
旗
の
掲
揚
、
`
ス

ロ
ー
ガ
ン
な
ど
の
掲
示

3.

労
働
衛
生
に
関
す
る
優
良
職

場
、
功
績
者
な
ど
の
表
彰

4.

有
害
物
の
漏
え
い
事
故
、
酸

素
欠
乏
症
な
ど
に
よ
る
事
故
な
ど
、

緊
急
時
の
災
害
を
想
定
し
た
実
地

訓
練
な
ど
の
実
施

5.

労
働
衛
生
に
関
す
る
講
習
会
・

見
学
会
な
ど
の
開
催
、
作
文
・
写

真
・
標
語
な
ど
の
掲
示
、
そ
の
他

労
働
衛
生
の
意
識
高
揚
の
た
め
の

行
事
な
ど
の
実
施

１
日
～
７
日

○
全
国
労
働
衛
生
週
間
実
施
期
間

10
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

31
日

○
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出

（
休
業
4
日
未
満
、
7
月
～
9
月

分
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
労
働
保
険
料
の
納
付
（
延
納
第

2
期
分
）
（
口
座
振
替
を
利
用
し

な
い
場
合
）［

郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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１
０
月
か
ら
郵
便
料
金
が
上
が

り
ま
し
た
。
定
型
郵
便
物
（
50
ｇ

以
内
）
は
一
律
料
金
に
な
り
、
切

手
が
一
種
類
で
わ
か
り
や
す
い
反

面
、
郵
便
離
れ
が
さ
ら
に
加
速
し

そ
う
で
す
。

（
ぎ
ん
）
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編
集
後
記

月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

事
業
場
の
定
義

７
５
回
目
の全

国
衛
生
週
間

全
国
労
働
衛
生
週
間
中

に
実
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す
る
事
項

推

し

て

ま

す

み

ん

な

笑

顔

の

健

康

職

場
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